
令和８年度 教育課程 
武蔵野市立第三中学校 

１ 教育目標 

 （１）学校の教育目標 

個性豊かな文化の創造と民主的な社会の発展に努め、進んで平和的な国際社会に貢献できる、人間性

豊かな社会人を育成することを目標として、次の標語をかかげる。この一つ一つを目標とするだけでな

く、それらが一体となり相関連し、相補うものとする。 
 

１ 知性豊かな人になろう     ２ 情味のある人になろう 

３ 品のよい人になろう      ４ 健康な人になろう 

５ 骨身を惜しまず働く人になろう 

 

 （２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

    ア「知性豊かな人」を育成するために 

     各教科において基礎的・基本的な知識・技能の習得を図るとともに、言語活動を充実させた授業を

推進し主体的・対話的で深い学びを実践させることにより、思考力・判断力・表現力等を育成する。 

 

    イ「情味ある人」「品のよい人」を育成するために 

     人権尊重の精神を基盤とし、教育活動全般を通し、一人一人がかけがえのない人間として互い

を信頼し、尊重し合える人間関係を構築させ、豊かな心や感性を育成する。 

 

    ウ「健康な人」を育成するために 

健全な心身の育成のため、健康にかかわる教育活動等を通して、望ましい生活習慣の確立や体力の

向上と心の健康の維持増進に努める態度を育成する。 

 

    エ「骨身を惜しまず働く人」を育成するために 

     文化・芸術活動やボランティア活動、自治活動を中心に生徒会活動を通して、生徒の自主性や協調

性を育み、多様な社会に貢献できる生徒を育成する。 

     

    オ教育課程の実施状況の評価と改善のために 

     校長・全教員が学校運営の主体者として取り組むとともに、「開かれた学校づくり協議会」を充実

させ、地域・学校が協働で特色ある教育活動を推進する。 

 

２ 指導の重点（◎は学校として特に重点を置く取組） 

 （１）各教科等 

    ア 各教科 

◎全教員共通理解のもとに授業規律を確立し、授業改善推進プランに基づき基礎的・基本的な知識・技

能の確実な習得を図るとともに、「振り返りシート」等を活用し、自己の学習を客観的に捉えさせ、

課題把握や改善策等をふまえた、自己調整力の向上を図る。また、思考力、判断力、表現力を育成す

る問題解決学習などに取り組ませ、生徒の学びに向かう力の涵養を図る。 

◎研究テーマ「主体的に取り組む態度の育成」を引継ぎ、特に「他の人と考えを交流しながら課題を解

決する活動を取り入れた授業の充実」に取り組み、生徒が主体的・対話的に学習を深める力の育成を

図る。 

◎学習者用コンピュータ等の ICT 機器の利活用を一層充実し、「ミライシード」の活用等による個別最

適な学びの実現を図るとともに、情報活用能力及び情報モラル等のデジタル・シティズンシップの育

成を図る。 

◎年間指導計画及び評価計画を作成し、知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等のねらいに即し

た学習指導を行う。また、適切な評価基準を設定するとともに、単元ごとの評価方法及び評価資料を

改善し、指導と評価の一体化を図る。 

・学校図書館を計画的に利用するために、学校司書と協働し、教科活動や生徒の自主的・自発的な学習

活動、読書活動を充実させる。 

・「東京方式少人数習熟度別指導ガイドライン」に基づいた、少人数・習熟度別授業（数学・英語）を

通して、生徒一人一人に応じた補充的・発展的な学習指導をきめ細かく実施する。 



・学習指導補助員を活用し、学習指導の充実を図る。また授業改善推進委員会（数学・英語）を定期的

に開催し、指導方法の見直し等を図る。 

・体力・運動能力調査等の課題を踏まえ、保健体育の授業では、生徒一人一人に目標設定を行い準備運

動の工夫や運動量を確保し、体力の向上や健康づくりに意欲的に取り組む態度を養う。 

 

    イ 特別の教科 道徳 

◎生徒の発達段階に応じた「考える道徳」「議論する道徳」を実現するために指導内容の工夫・改善を

図り、自分の良さや可能性を認識できるように言葉かけを行うことで、生徒一人一人のよさを伸ばし、

道徳性を養うとともに自他共に肯定的に受け止める態度を養う。 

・保護者や地域の方々に「特別の教科 道徳」を公開し、ともに「心の教育」について考えるための「道

徳授業地区公開講座」を開催し、家庭・地域と連携した道徳教育の充実を図る。 

・道徳教育推進教師を中心に年間指導計画に基づき、教科書及び国・都の教材を使用するとともに、組

織的に評価について共通理解を図る。 

   ・武蔵野市子どもの権利条例を踏まえ、子どもの尊厳と権利について理解し、考えさせ、自らの意見を

表明する力を培い、自他ともに尊重する態度を養う。 

 

    ウ 総合的な学習の時間 

◎武蔵野市民科の目的を中心として各学年でテーマを定め、教科等横断的な視点から SDGs に関連し

た探究的な学習に主体的・協働的に取り組むことにより、自らの課題をよりよく解決する力を育成す

る。また、取組のねらいや学びの視点を明確化し、振り返りと学びの繋がりの充実を図る。 

１年生はセカンドスクール等に関わる小学校からの系統性ある活動の実施を踏まえ、「自然・環境」

等に則した学習とする。 

２年生は「職場体験」や「校外学習」、「地域協働による防災教育」等を通して、自らの職業や自己の

将来に関する課題などを踏まえた学習とする。 

３年生は「修学旅行」等を通して国際社会の変化に対応できるように「日本の伝統文化」や「国際理

解」についての学習とする。 

・「セカンドスクール」「職場体験」「修学旅行」等の活動では、事前学習及び事後学習を含め、様々 

な体験を通して互いを信頼し、尊重し合える人間関係を構築することができる場とする。また、地域

組織を活用し、活動内容の充実を図る。 

 

    エ 特別活動 

◎体育祭やくぬぎ祭、合唱コンクール等の特色ある「学校行事」を生かし、生徒の創造性・自主性を育

む。また共に創造し学び合う異年齢集団による活動を通して、よりよい人間関係を築く力や社会の一

員として他者と協働する姿勢の育成を目指し、生徒の達成感や成就感が得られるように指導・支援の

充実を図る。 

・生徒の自治的・組織的活動を充実させ、学校生活の充実や改善を図る活動、学校行事に関する活動、

ボランティア活動（花植え活動、募金活動等）を通して、協働的な教育活動に取り組み、学校生活を

活性化する。 

・学級活動において、学級・学校の中から課題を見出し、解決するための方法や内容を話し合い、集団

として合意形成を図る活動を実施し、生徒の自主的な活動を促し、生徒の自治能力を育成する。 

 

 （２）特色ある教育活動 

   ◎本校の教育理念である「責任ある自由」のもと、生徒の自主・自律を生かした教育活動を展開し、充

実・発展させる。 

◎危険を予測し回避する能力や他者を守る能力などを身に付けるために、防犯教育、薬物乱用防止教育、

セーフティ教室、交通安全教室、地域と連携した防災教育、救命救急講習会を推進する。 

◎年間を通して朝読書を実施し、おすすめ本の紹介等による読書活動を充実させる。また、図書館担当教

員を中心に、学校司書との連携により、情報センター機能の充実を図る。放課後には、自習の場として

学校図書館を開放する。 

◎不登校傾向生徒等の居場所として、校内の別室（ひかりルーム）を活用し、生徒一人一人の状況を考

慮した登校支援を実施する。学習者用コンピュータによる学習支援として「ミライシード」等を活用

し、継続的な学習の機会を確保する。また、不登校対応巡回教員や家庭と子どもの支援員等と連携し、



教室復帰に向けた組織的な対応と更なる支援の充実を図る。 

・学区小学校と合同研修会（研究発表会等への参加、学習指導、生活指導、進路指導、特別支援教育等）

の実施し、義務教育９年間を見通した効果的な教育活動の充実を図る。また、スムーズな中学校生活

につながるよう、小学校６年生を対象とした新入生交流会等を実施する。 

・地域人材を活用して、学力向上を目指した「土曜日・定期考査前の学習支援教室」や「夏休み学習教

室」及び各種検定（英検・漢検）試験への取組などを実施する。 

・「ボランティア活動（花植え活動、募金活動等）」を中心とした生徒会活動や青少年問題協議会三中ブ

ロック等の地域の関係諸機関との連携を通して、地域や社会への理解を深め貢献しようとする意欲を

育み、市民性を高める教育を推進する。 

   ・学校２０２０レガシーの取組として、オリンピアン等による授業によってスポーツ志向の向上や福祉

学習による障害者理解等を行い、共生・共助社会の形成を担う生徒の育成を推進する。 

 

（３）生活指導 

◎学級・学年指導においては、生徒の相互理解や学年・学級への帰属意識の視点から望ましい人間形成

の育成を図り、人間関係の大切さを理解すると共に、集団や学校の一員として生徒会委員会やクラス

の係活動等を行い、よりよい学校生活を築くための自己指導能力の育成を図る。 

◎安心できる学校生活を送るためのアンケートを各学期に実施し、いじめの未然防止、早期発見・解決

に取り組む。改訂版「武蔵野市いじめ防止基本方針｣及び「学校いじめ防止基本方針」に基づく、組

織的に迅速で確実な対応により、生徒が安心して学校生活を送れる環境づくりの徹底を図る。（いじ

め対策会議を含む） 

◎全教員が不登校傾向や不登校傾向に陥る可能性のある生徒に対して適切な対応を行えるよう、日頃よ

り生徒や保護者との信頼関係の確立に努め、相談しやすい関係づくりを行うとともに、二者面談及び

三者面談の充実を図る。 

・スクールソーシャルワーカー、子ども家庭支援センター、市教育支援センター、児童相談所、ス 

クールカウンセラー、市派遣相談員との連携を強化する。また、定期的な生活指導部会を実施し、不

登校生徒等に対する情報を共有し、改善策を講じる。 

・家庭や地域社会及び関係諸機関との連携を密にし、生徒の登下校時等の安全確保、携帯電話やインタ

ーネット等によるネット犯罪、交通安全に関するセーフティ教室を実施する。また、ＳＮＳ 

東京ルールに基づく三中ＳＮＳ学校ルールの見直しと呼びかけを行い、家庭と連携したメディアコン

トロール等を実施し、生徒の自律的・創造的な学習者用コンピュータの利活用を図る。  

・３年生を対象に「普通救命救急講習会」を実施し、様々な状況における応急救護処置の仕方を 

学び、日常生活での緊急時に備えるとともに生命尊重の意識を高めていく。 

 

 （４）進路指導を含めたキャリア教育 

◎武蔵野市民科の目標を踏まえて、学校教育全体で教科横断的に計画した体験的な学習を通して、基礎

的・汎用的能力を育成し、キャリア教育の視点を踏まえて自己の生き方を考えさせ、将来の社会的・

職業的自立を目指す。また、授業公開、保護者会での説明等を行い、保護者への周知をしていく。 

・地域の人材活用として、働く人の話を聞く会、職場体験、進路指導に関する講演会等を実施し、課題

対応能力や人間関係形成力などを育成する。 

・３学年においては、上級学校等の確かな情報収集と、綿密な指導計画に基づいた生徒及び保護者への

進路説明会や面談等を実施し、個に応じた進路指導を行う。生徒一人一人の特性を生かすことに努め

るとともに、それぞれが望む進路選択・決定が行えるよう、校内指導体制の充実を目指す。 

   ・キャリア・パスポートを活用し、活動記録の積み上げをすることで、自己の成長を振り返り、自己評

価に関する学習活動を深める。 

 

（５）特別支援教育 

◎教育支援推進委員会を組織し、管理職、特別支援教育コーディネーター、巡回指導教員、特別支援教

室専門員、関係諸機関と連携を図り、個々の状況に応じた特別支援教育を推進する。また、個別の教

育支援計画を作成し、保護者や担任等と情報共有のもと生徒支援の充実を図る。 

◎特別支援学級の拠点校として、通常級と通級の教員間により、特別支援教育の理解を深めるため「合

理的配慮」等についての教員研修の実施を通し、すべての生徒が安心して学習できる教育環境を整え

る。 



・副籍交流を推進し、多様な学びとして、くぬぎ祭における関係特別支援学校の生徒作品展示や舞台発

表見学を行う。また、授業や学級活動を通して相互のふれあいを深める。 

   ・インクルーシブ教育の理念を踏まえ「障害を理由とする差別の解消に関する法律」（障害者差別解消法)

に基づき、生徒一人一人に応じた合理的配慮を推進する。 

・スクールカウンセラーや市派遣相談員からの「心の教室」だよりの発行や学校だより・保護者会等の

機会を通して保護者・地域に情報を発信し、特別支援教育に対する理解・啓発を図る。 

 

 

３ 学年別授業日数及び授業時数の配当 

 （１）年間授業日数配当表 
月 

学年 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 

１ １６ １８ ２２ １３ ４ １９ ２１ １９ １９ １６ １８ １８ 203 

２ １７ １８ ２２ １３ ４ １９ ２１ １９ １９ １６ １８ １８ 204 

３ １７ １８ ２２ １３ ４ １９ ２１ １９ １９ １６ １８ １４ 200 

備 

考 

○第１学年は、入学式が４月８日（水）のため１日減 

○第３学年は、卒業式が３月 18日（木）のため４日減 

○土曜日振替休業日のある学校公開 

６月６日(土)［体育祭］ 

10月 17日(土)［文化祭］ 

○土曜日振替休業日のない学校公開 

 ８月 29日(土)［学校公開、道徳授業地区公開講座］ 

１月 16日(土)［学校公開、防災訓練、引き渡し訓練］ 

 

 （２）各教科等の年間授業時数配当表 
学年 

領域等 １ ２ ３ 

各 
教 

科 

国   語 140 140 105 

社   会 105 105 140 

数   学 140 105 140 

理   科 105 140 140 

音   楽 45 35 35 

美   術 45 35 35 

保 健 体 育 105 105 105 

技術・家庭 70 70 35 

外国語(英語) 140 140 140 

小   計 895 875 875 

特別の教科  道徳  35 35 35 

総合的な学習の時間 50 70 70 

特 別 活 動  35 35 35 

年間総授業時数 1015 1015 1015 

備 

考 

・１単位時間は年間を通して 50分とする。 

・定例生徒会委員会活動は、原則月１回設定し、放課後の時間帯で行う。 

・年間を通して朝読書を 8:25～8：35に実施する。 

 


